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 日時・期間　  会場 　  対象・定員　  内容　  参加費・入場料　  持ち物　  申込　  問い合わせ

坂戸山野鳥観察会の
ご案内

 �坂戸山中腹まで歩きながら野鳥を

観察します。野鳥に詳しい講師が

同行しますので、初めての方も気

軽にご参加ください。

参加者には、南魚沼野鳥手帳を配

布します。

 ５月 11 日（土）

午前６時～８時 30 分

（受付：午前５時 40 分～）

※�小雨でも開催しますが、強雨の

場合は中止します。

 �南魚沼市ふれ愛支援センター

駐車場（南魚沼市坂戸 399 ー 1　

銭淵公園となり）

 無料

 �双眼鏡（貸出用は数に限りあり）、

筆記用具

 �参加代表者の名前、住所、連絡先、

参加人数を下記までお知らせくだ

さい。

締め切り 

令和６年５月９日（木）午後５時

 �南魚沼地域振興局健康福祉環境部

環境センター

☎ 025 ー 772 ー 8154

ngt111630@pref.niigata.lg.jp

税務署からのお知らせ

　令和６年度税制改正法案が成立・

施行された場合、令和６年６月から

定額減税（源泉所得税関係）が実施

されることとなるため、小千谷税務

署では、源泉徴収義務者向けの説明

会を開催します。

 ４月 18 日（木）

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

 南魚沼市民会館　大ホール

（南魚沼市六日町 865）

 1,000 名

 小千谷税務署法人課税部門

☎ 0258 ー 83 － 2092

◇�原則として、国税庁 LINE 公式アカ

ウントによる事前予約制となって

おります（詳細は、「定額減税特設

サイト」にてご確認ください）。

◇�説明会にお越しの際は、令和６年３

月中に国税庁から送付されるパンフ

レット「給与等の源泉徴収事務に係

る令和６年分所得税の定額減税のし

かた」を持参してください。

◇�会場の駐車場に限りがありますの

で、公共交通機関をご利用ください。

◇�国税庁ホームページの「定額減税

特設サイト」も併せてご活用くだ

さい。

特設サイト

はこちら→　

令和６年度銃砲刀剣類
登録審査会のご案内

長岡会場のご案内

　ご自宅などに、古い刀や銃などを

お持ちで、登録がまだ済んでいない

方は、それらを登録する必要があり

ます。未登録の鉄砲刀剣類をお持ち

の方は下記の審査会にて登録をして

ください。

 �長岡会場（長岡地域振興局会議室

棟 2 階・大会議室または中会議室）

（長岡市沖田 2 ー 173―2）

 �６月 20 日（木）、10 月 17 日（木）

令和７年 2 月 20 日（木）

い ず れ も 午 前 10 時 ～ 午 後 2 時

30分（正午～午後1時は休憩時間）

※�上記の日程・会場については都合

により変更する場合があります。

 ①登録を受けようとする銃砲刀剣類

②�銃砲刀剣類発見届（所轄警察署

が発行したもの）

③�審査手数料（1 件につき 6,300

円をキャッシュレス決済で納入

する）※印鑑は不要です。

 �新潟県観光文化スポーツ部文化課

☎ 025 － 280 － 5619

※�代理の方がお越しの場合は、委任

状が必要です。

※�対象外となったものについては、

登録証は交付されず、所持するこ

とはできません（この場合も審査

手数料は返還されません）。

令和６年 春の全国交通安全運動

『見えますか　渡るその子の　小さなサイン』

令和６年度「止まって！横断歩道キャンペーン」取組重点期間 ４月１０日（水）は

「交通事故死ゼロを目指す日」です

４月６日（土）～４月15日（月）

〇こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と安全な横断方法の実践

・�令和５年中、こどもが関わる交通事故の死者は車両同乗中の１人でしたが、負傷者は 152 人と増加し、そのうち 54 人は

歩行者でした。また、54 人のうち約７割にあたる 40 人は道路横断中の事故でした。

・通学路や学校、保育園の付近など、こどもが行動する範囲では、速度を控えて安全運転を心掛けましょう。

〇歩行者優先意識の徹底と「思いやり・ゆずり合い」運転の励行

・�ドライバーは、横断歩道の手前では歩行者の横断に備えて減速する、また、横断者がいる時は必ず手前で一時停止しましょう。

〇自転車・電動キックボード等の利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守

・�自転車事故による死者の約６割は頭部に重大な傷害を負っており、ヘルメットの着用は万が一の事故の際、頭部への衝撃

を軽減し、命を守ることにつながります。


